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謹啓 
時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は弊社製品につきまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、令和6年4月1日より沈降15価肺炎球菌結合型ワクチン（無毒性変異ジフテリア毒素結合体）「バクニュバンス®

水性懸濁注シリンジ」（以下、バクニュバンス®）が小児の肺炎球菌感染症の定期接種となりましたのでご案内申し
上げます。

バクニュバンス®は、有効成分として、Pseudomonas fluorescensに由来するキャリアタンパク質CRM197に結合した
15種類の血清型の肺炎球菌莢膜ポリサッカライド（1、3、4、5、6A、6B、7F、9V、14、18C、19A、19F、22F、23F及び
33F）の抗原が含まれている沈降15価肺炎球菌結合型ワクチンです。

弊社では、小児の肺炎球菌感染症の定期接種となった本剤「バクニュバンス®」を含めた肺炎球菌ワクチンで、小
児から高齢者までの幅広い人 を々ワクチンで予防できる疾患から守ることに一層貢献してまいりたいと考えております。
今後とも弊社へのご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

謹白

詳しい製品情報はこちら
（MSD Connect）

〇高齢者又は肺炎球菌による疾患に罹患するリスクが高いと考えられる者における肺炎球菌（血清型1、3、4、5、6A、6B、7F、9V、14、
18C、19A、19F、22F、23F及び33F）による感染症の予防
〇小児における肺炎球菌（血清型1、3、4、5、6A、6B、7F、9V、14、18C、19A、19F、22F、23F及び33F）による侵襲性感染症の予防

〈高齢者又は肺炎球菌による疾患に罹患するリスクが高いと考えられる18歳以上の者における肺炎球菌による感染症の予防〉
1回0.5mLを筋肉内に注射する。
〈肺炎球菌による疾患に罹患するリスクが高いと考えられる18歳未満の者における肺炎球菌による感染症の予防〉
1回0.5mLを皮下又は筋肉内に注射する。
〈小児における肺炎球菌による侵襲性感染症の予防〉
・初回免疫：通常、1回0.5mLずつを3回、いずれも27日間以上の間隔で皮下又は筋肉内に注射する。
・追加免疫：通常、1回0.5mLを1回、皮下又は筋肉内に注射する。ただし、3回目接種から60日間以上の間隔をおく。

用法及び
用量

効能又は
効果

沈降15価肺炎球菌結合型ワクチン「バクニュバンス®」が
令和６年４月１日より小児の肺炎球菌感染症の

定期接種となりました


